
地
域
経
済
を
守
り
活
性
化
さ

せ
る
た
め
、
地
域
と
中
小
企
業

へ
の
円
滑
な
資
金
供
給
に
自
主

的
に
努
力
す
る
金
融
機
関
を
正

当
に
評
価
す
る
た
め
、
次
の
点

を
目
的
と
し
た
金
融
ア
セ
ス
メ

ン
ト
法
の
制
定
を
求
め
る
。

１.

地
域
と
中
小
企
業
へ
の
円
　

滑
な
資
金
供
給
に
努
力
す
る

金
融
機
関
を
公
的
に
評
価
、

情
報
を
開
示
し
、
正
当
に
評

価
す
る
と
と
も
に
支
援
す
る
。

２.

物
的
担
保
優
先
や
連
帯
保

証
に
よ
る
割
合
を
減
ら
し
、

中
小
企
業
の
潜
在
能
力
や
事

業
性
を
重
視
す
る
融
資
を
拡

大
す
る
。

３.

貸
し
手
と
借
り
手
の
公
正

な
、
よ
り
望
ま
し
い
取
引
関

係
を
確
立
す
る
こ
と
。

を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

１.

来
日
外
国
人
及
び
暴
力
団

等
の
組
織
犯
罪
対
策
と
、
凶

悪
犯
罪
、
薬
物
組
織
犯
罪
へ

の
対
策
を
強
化
す
る
こ
と
。

２.

警
察
官
を
増
員
す
る
と
と

も
に
、
警
察
官
Ｏ
Ｂ
等
の
活

用
や
交
通
警
察
の
一
部
民
間
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一 般 質 問

▲見事優勝　戸田市民クルー（全国市町村交流レガッタ東郷大会）

　議員は、毎年３月、６月、

９月、１２月に開く定例市議

会で、市政全般に対する質問

をすることができます。これ

を「一般質問」といいます。�

　今定例会では、１７名の議

員が一般質問を行いました。�

　ここに掲げたのは、その質

問・答弁の大要です。�

議
員

税
の
収
納
率
の
悪
化
と

高
止
ま
り
傾
向
に
つ
い
て
、
電

子
市
役
所
や
行
政
改
革
に
よ
る

余
剰
人
材
の
適
正
配
置
と
、
罰

則
強
化
を
含
め
た
断
固
と
し
た

姿
勢
で
、
税
の
公
平
性
を
確
保

す
る
よ
う
対
応
で
き
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長

機
会
あ
る
ご

と
に
、
埼
玉
県
な
ど
の
研
修
に

積
極
的
に
参
加
し
、
ま
た
、
時

間
外
で
の
課
内
研
修
を
行
う
な

ど
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
得
し
て

職
員
個
々
の
資
質
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
人
事
課
に
職
員
の

増
員
を
要
望
し
、
歳
入
の
根
幹

を
な
す
市
税
を
確
保
し
て
ま
い

り
ま
す
。

議
員

地
方
分
権
の
中
で
、
地

域
の
独
自
性
を
発
揮
す
る
た
め

の
法
定
外
新
税
に
よ
る
自
主
財

源
の
確
保
は
、
市
民
や
事
業
者

の
理
解
を
得
て
創
設
さ
れ
る
べ

き
だ
が
、
本
市
の
検
討
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
民
生
活
部
長

昨
年
６
月
に
、

戸
田
市
法
定
外
目
的
税
の
検
討

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

検
討
い
た
し
ま
し
た
が
、
具
体

的
な
結
論
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
調

査
・
研
究
を
行
い
、
総
合
的
に

判
断
し
て
ま
い
り

ま
す
。

議
員

公
共
物
の

広
告
に
つ
い
て
、

財
源
の
確
保
や
情

報
提
供
、
地
域
経

済
の
活
性
化
な
ど

の
観
点
か
ら
も
、

一
定
の
ル
ー
ル
の

も
と
に
景
観
や
公

共
性
に
配
慮
し
て

取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
か
。

総
合
政
策
部
長

「
広
告
掲
載

要
綱
」
を
定
め
、
公
序
良
俗
に

反
し
な
い
広
告
掲
載
で
、
職
員

の
意
識
啓
発
の
面
か
ら
も
効
果

を
期
待
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
関
連
の
経
費
削
減
策
は

議
員

メ
ー
カ
ー
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ソ
フ
ト
の
採
用
を
排
除
し
、

中
小
業
者
の
参
入
に
よ
り
競
争

原
理
が
働
き
、
安
全
性
・
保
守

性
も
高
い
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス

型
で
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
合
政
策
部
長

シ
ス
テ
ム
構

築
の
有
効
性
を
検
証
し
、
導
入

し
て
ま
い
り
ま
す
。

三位一体改革�
　　　　　税財源確保�
三位一体改革と�
　　　　　税財源確保�

中島　浩一　議員�
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化
に
よ
り
、
交
番
・
駐
在
所

の
整
備
充
実
を
期
す
こ
と
。

３.

地
域
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
強

化
し
た
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
形
成
に
つ
い
て

意
識
啓
発
を
進
め
る
こ
と
。

４.

治
安
関
係
施
設
の
整
備
拡

充
を
図
る
こ
と
。

５.

毅
然
た
る
入
国
管
理
体
制

を
確
立
す
る
こ
と
。

６.

青
少
年
健
全
育
成
推
進
と

あ
わ
せ
、
少
年
非
行
防
止
、

薬
物
乱
用
防
止
対
策
、
暴
走

族
対
策
等
を
強
化
す
る
こ
と
。

医
療
費
の
一
部
負
担
が
３
割

に
統
一
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、

患
者
の
窓
口
負
担
の
簡
易
化
を

図
り
、
医
療
と
介
護
に
係
る
一

部
負
担
の
合
計
額
に
つ
い
て
も
、

同
様
の
高
額
療
養
費
制
度
を
設

け
る
べ
き
で
あ
る
。

１.

保
険
者
は
、
高
額
療
養
費

に
か
か
わ
る
還
付
額
に
つ
い

て
、
対
象
者
に
通
知
を
行
う

よ
う
に
す
る
こ
と
。

２.

高
額
療
養
費
の
還
付
に
お

い
て
、
受
領
委
任
払
い
の
拡

大
等
に
よ
り
、
患
者
の
窓
口

負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
。

３.

医
療
と
介
護
に
係
る
一
部

負
担
の
合
計
が
著
し
く
高
額

に
な
る
場
合
に
も
同
様
の
上

限
額
を
設
け
る
、
新
し
い

「
医
療
・
介
護
高
額
療
養
費

制
度
」
を
設
け
る
こ
と
。

今
や
携
帯
電
話
は
、
日
常
生

活
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
ア

イ
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
が
、
一

方
で
会
社
の
サ
ー
ビ
ス
に
不
満

を
感
じ
て
い
る
国
民
も
多
い
。

そ
こ
で
、
さ
ら
な
る
利
便
性
の

向
上
の
た
め
、
次
の
２
点
の
早

期
実
現
を
強
く
要
請
す
る
。

１.

契
約
先
の
携
帯
電
話
会
社

を
変
更
し
て
も
、
従
来
の
番

号
を
利
用
で
き
る
「
番
号
ポ

ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
番
号
持

ち
運
び
制
度
）」
を
導
入
す

る
こ
と
。

２.

「
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ

ー
」
が
導
入
さ
れ
る
ま
で
の

当
面
の
措
置
と
し
て
、
会
社

を
変
更
し
た
場
合
で
も
、
契

約
変
更
先
の
携
帯
電
話
番
号

を
通
知
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
早

期
導
入
す
る
こ
と
。

平
成
７
年
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
協
定
に
お
い

て
は
、
食
料
の
輸
出
国
と
輸
入

国
の
権
利
義
務
に
お
い
て
、
不

公
正
・
不
公
平
な
内
容
と
な
っ

て
い
る
ば
か
り
か
、
農
業
協
定

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
も
農
業

の
多
面
的
機
能
や
食
料
安
全
保

障
の
確
保
な
ど
、
公
平
・
公
正

な
状
況
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と

は
言
い
が
た
い
。

国
に
お
い
て
は
、
今
後
の
Ｗ

Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
や
自
由
貿
易
協

定
に
お
い
て
、
生
産
者
が
将
来

に
自
信
を
持
っ
て
営
農
で
き
る

よ
う
強
い
姿
勢
で
臨
む
と
と
も

に
、
食
料
の
輸
入
国
と
輸
出
国
、

先
進
国
と
開
発
途
上
国
の
い
ず

れ
に
と
っ
て
も
、
公
正
で
公
平

な
農
産
物
貿
易
の
確
立
に
努
め

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

「
金
融
ア
セ
ス
メ
ン
ト
法
」の

早
期
制
定
を
求
め
る
意
見
書

犯
罪
防
止
の
た
め
の
治
安
対
策

の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

高
額
療
養
費
の
返
還
（
償
還
）

制
度
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書

携
帯
電
話
の
利
便
性
の
向
上
を

求
め
る
意
見
書

Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
等
に
関
す
る

意
見
書

山
口
県
下
関
市
で
は
、
従

来
は
一
括
質
問
・
一
括
答
弁

方
式
で
し
た
が
、
市
民
に
も

わ
か
り
や
す
く
、
よ
り
深
く

白
熱
し
た
議
論
を
行
う
観
点

か
ら
、
一
問
一
答
方
式
を
採

用
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

具
体
的
に
は
、
質
問
は
す

べ
て
理
事
者
に
対
面
し
た
質

問
席
で
行
い
、
時
間
に
つ
い

て
は
、
質
問
と
答
弁
を
含
め

て
お
お
む
ね
６０
分
と
制
限

し
、
回
数
制
限
は
し
て
い
な

い
と
の
こ
と
で
す
。

佐
賀
県
唐
津
市
で

は
、
本
年
３
月
か
ら

議
案
質
疑
と
一
般
質

問
を
一
問
一
答
方
式

に
改
め
て
い
ま
す
。

議
案
質
疑
に
つ
い
て

は
、
個
人
質
疑
か
ら

会
派
質
疑
に
改
め
、

発
言
は
す
べ
て
、
執

行
部
と
対
面
す
る
質

疑
席
で
行
い
、
回
数

衆議院議長様�

参議院議長様�

内閣総理大臣様�

財 務 大 臣様�
　　　・�
　　　・�
　　　・�
　　　・�
　　　・�

今
定
例
会
で
は
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
５
件
の
意
見
書
が
提
出

さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。
な
お
、

５
件
の
意
見
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
１

回
目
は
総
括
質
疑
、
２
回
目

か
ら
一
問
一
答
方
式
に
し
て

い
ま
す
。

一
方
、
一
般
質
問
に
つ
い

て
は
、
１
回
目
は
登
壇
し
て

総
括
質
問
を
し
、
２
回
目
か

ら
、
執
行
部
と
対
面
す
る
質

問
席
か
ら
一
問
一
答
で
質
問

す
る
方
式
で
、
回
数
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
答
弁
を
含

め
て
、
１
人
７０
分
と
時
間
制

限
し
て
い
ま
す
。

―
一
般
質
問
の

一
問
一
答
方
式
を
視
察

―

山
口
県
下
関
市

佐
賀
県
唐
津
市

▲皆さん、真剣に取り組んでいます
▲議場内の質問席を囲んで（下関市役所）

！


